
 

 

 出雲リハケアネットとは、『障がいのある方が在宅において、精神的にも

機能的にも維持し、健やかに生活を継続するために病院と地域の在宅関係者

との連携を構築しよう』というテーマの下、下記 2 点を目標に掲げ、現在は

機能的自立度評価法（Functional Ｉndependence Ｍeasure、以下 FIM）

の出雲圏域内での普及活動を中心に活動しております。 

＜目標＞ 

① 急性期から在宅までのリハビリに関して顔の見える双方向の連携を作る。 

② 在宅関係者が勉強会を通してリハビリ評価に慣れていく。 

平成 25 年 12 月から「在宅医療連携推進事業」として出雲リハケアネット

の活動は出雲医師会の事業へ移行しました。平成 25 年度は合計 5 回の FIM

研修会を開催し、延べ参加者数は 285名でした。 

はじめに 

平成 26年 10月 5日（日）、川崎医科大学リハビリテーション医学教室の花

山耕三教授をはじめ6名の講師をお招きし、島根大学医学部臨床大講堂を会場に

FIM 講習会 in 出雲を開催しました。リハビリ療法士をはじめ多くの医師、看護

師等に受講して頂き、受講者数は 136 名（圏域内：114 名 圏域外：22 名）

にもなりました。 

FIM 総論、各項目の採点基準から動画による具体例を交えた基礎編の講義内容

で詳細に説明をして頂き有意義な講習会となりました。 

当日は、日本中が注目するイベントが出雲大社であったことを差し引いても、

大成功と言えるのではないでしょうか。 

 受講者へは講習会テキスト及び出雲圏域版FIMポケットマニュアル（第1版）

を配布し、認定証を交付しました。 
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 平成26年度からは各施設へ直接出向いて講義をする形式の訪問セミナーを

企画し、上半期で９件の訪問セミナーを開催しました。 

 今後は基礎的な内容に加え、採点の実際や症例検討会などのより実践的な

セミナーを企画検討中です。 

 受講施設・団体は以下の通り。（受講日） 

●ケアはーねす出雲（5 月 12 日） 

●いこいの郷（5 月 26 日） 

●老人保健施設たき（6 月 6 日） 

●出雲地域介護保険サービス事業者連絡会 

通所・訪問リハビリ部会（7 月 11 日） 

●寿生の丘（7 月 17 日） 

●出雲医師会（7 月 25 日） 

●大曲診療所（8 月 12 日） 

●あおぞら介護センター出雲 

あおぞらデイサービス川跡（8 月 28 日） 

●出雲ケアセンターそよ風（9 月 22 日） 
※平成 26 年度上半期延べ受講者数：198 名 

☆訪問セミナー☆ 

 

申し込み 

随時募集中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申し込みはお早めに!! 

訪問セミナー（無料：平成 28 年 3 月迄） 

※訪問セミナーの詳細は下記事務局までお問い合わせください。 

今後の活動計画 

【お問い合わせ先】 

出雲市民リハビリテーション病院内 

出雲医師会 在宅医療連携推進事業 

出雲リハケアネット  事務局  担当：三島 

〒693-0033 出雲市知井宮町 238 

TEL 0853-21-2733  FAX 0853-24-2906 

E-mail rehacarenet-izumo@izumoriha-hp.or.jp 

 

   

 

訪問セミナーを

受講して頂いた 

施設・団体への 

フォローアップ 

致します。 

 

●圏域内のリハ資源マップの製作 

●FIMに限らずリハビリ関連の勉強会開催 

●ホームページの立ち上げ 

◎実働的な双方向（顔の見える）の連携を目指し、 

今後も活動を継続して参ります。 
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